
これまでのふりかえりこれまでのふりかえり ～持続～持続可能な都市づくり懇談会の検討可能な都市づくり懇談会の検討状況～状況～

◆ 立地適正化計画の概要 １ 懇談会の開催状況

＜制度の概要＞
・平成２６年８月、都市再生特別措置法が改正され立地適正化計画が制度化
・都市全体の構造を見直し、コンパクト・プラス・ネットワークの考え方で
限られた資源の集中的・効果的な土地利用の転換を推奨

■ 第１回（８月１０日）の話題｜都市構造の現状と課題

＜検討作業の方針＞
○ 本市の変遷や都市構造の要素（商圏・交通・居住）について、過去から現状を踏まえ、

将来どうあるべきかについて意見交換を行った

資料 １
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ライフスタイル
の遷り変り

田園に包まれた
生活圏

農業都市
としての集積

変化も著しく
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公共交通サービス
の低下が懸念

中心部の低密度化
が深刻化

持続可能な
都市構造

の交流
拠点間
の交流 多様な

交流

都市と
農村の
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＜検討の進め方＞

人口減少・超高齢化

将来にわたり

意見交換の場 目指す都市の姿

持続可能な
都市づくり懇談会

・ＣＳＯを座長
・有識者等で構成

田園に包まれた
多核連携型都市

＜検討作業の方針＞
・将来にわたり持続可能な都市づくりを実現するため、より具体的な取組方
針を検討する
・平成２８年度中の策定に向け、都市マスタープランの一部として拠点性を
有するエリアを明示し、人口減少・超高齢化に対応した適正な土地利用の
転換を図るための検討を行う

将来どうあるべきかについて意見交換を行った。

図：将来都市構造

■ 第２回（９月２日）の話題｜都心及び地域拠点に求められる機能都市機能

未来ビジョン

関連する各種計画・施策・事業 など

意 見

持続可能な都市構造

土地利用

策定状況説明 全庁的な連携

反映・調整

・有識者等で構成
（12名）

都市計画審議会

各区自治協議会

市民意見募集 など

市民
団体
機関

新
潟
市

市議会(環境建設常任委員会)

にいがた
交通戦略

都市計画
マスタープラン

＜スケジュール＞

○ 前回会議の結果を受け、各拠点に求められる機能について意見交換を行った。・関連分野との連携充実
・効果的な都市構造の実
現に向け調整を図る

１ 新潟市の現状と将来見通し

２ まちづくりの方針

３ 目指すべき都市の骨格構造

４ 誘導区域等の設定

５ 誘導施策

６ 計画の目標

７ 計画の評価

計画の策定項目

新潟市都市計画基本方針より
（H20策定）

＜スケジュール＞

９月 環境建設常任委員協議会報告

１０月 第３回懇談会

１１月 都市計画審議会・各区自治協議会

１２月 環境建設常任委員協議会報告

市民意見募集 （～１月）

＜パブリックコメント＞

２月 環境建設常任委員協議会報告

３月 都市計画審議会

求められる
機能は？
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２ 都心及びその周辺に求められる機能 ＜機能分担イメージ＞

●白山公園周辺エリア ●萬代橋周辺～万代島エリア現状 ・文化芸術施設が集積されたエリア

範囲 定義 求められる主な機能

新潟駅周辺地区、万代周辺地区、
古町・白山周辺地区、鳥屋野潟
南部地区を包含した区域

＊中枢的な業務・商業機能が集積する都市の象徴的な市街地
＊様々な魅力・交流から新たな情報や文化が創造・発信される拠点
＊高次都市機能が集積するエリア

＊市全体を牽引する業務・経済活動の集積
＊非日常的な都市型サービス・拠点性の向上
＊新潟の情報発信拠点・来街者への宿泊 ほか

●白山公園周辺エリア

●白山駅～関屋駅周辺エリア

・都心近接型の高度利用によるまち
なか居住を推奨
・各種サービスの効率的提供を維持

●萬代橋周辺 万代島エリア

●古町・万代地区

現状

課題文化・交流・憩い・居住（高度）

・文化芸術施設が集積されたエリア
・バス交通の結節点機能を有す

・利便性の高い暮らしやすさを維持

現状

課題

国際交流拠点・にぎわい空間・交流軸

・国際交流拠点施設を有していながらその
ポテンシャルを活かしきれていない

・川や港を活用した取組みが不足

・萬代橋周辺の賑わい機能を強化
・都心軸との連動で相乗効果を発揮
・体験型、時間消費型の仕組みづくり

みなとまち・回遊 商業 業務 都心軸

医療・福祉・居住（高度）

現状

課題

・医療、福祉等の都市機能が立地

●新光町・美咲町周辺エリア

●新潟駅北側

●鳥屋野潟南部エリア

現状

課題

・広域行政の中枢拠点

・土地利用の合理的な高度利用と都
市機能の更新（地区計画 変更済）

広域行政・商業・業務

文化・交流・憩い・自然

現状

課題

みなとまち・回遊・商業・業務・都心軸

・空き家、空き店舗が増加【古町】
・移転により公共跡地発生(旧運輸局)【万代】

・みなとまちの歴史や食文化の体感機会の充実

現状

課題

広域交流拠点・商業・業務・都心軸

・東大通り沿いに老朽化した建物がある

・老朽施設の更新
業務機能の集積によるリノベーションを通じ

●新潟駅南側

商業・業務系

交流・集客系 行政系

医療系ターミナル系

【凡例】

交流軸

都心軸

現状

課題 ・日常的な滞在交流機能が乏しい

・県内外からの集客が見込まれるスタ
ジアムや都心近接型の広大な水辺、
公園等が立地

文化 交流 憩い・自然
・業務機能の集積によるリノベーションを通じ
た若者の起業環境を整備

現状

課題

広域ターミナル・情報発信・居住（高度）

・南口広場周辺に低未利用地が点在

・ターミナル機能や情報発信機能の強化
・低未利用地活用やビルの更新
・広域交流の玄関口としての機能強化

公共交通
基幹軸の強化
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３ 各区の地域拠点に求められる機能

○都心のあり方
＊拠点ごとに明確に色付けをして、
促す施策を明確に打ち出すべき

○都心のあり方
＊拠点ごとに明確に色付けをして、
促す施策を明確に打ち出すべき

範囲 定義 求められる主な機能

都心周辺部
を除く区域
で、概ね区
を区域とす
る生活圏の
中心区域

＊それぞれの地域で育まれてきた歴史
や個性の中心を担ってきた要衝

＊古くから地域の拠点としての商店街
などが存在してきた地域の核

＊各区（生活圏）の中心であり、まち
なかを形成しているエリア

＊日常の生活を支える
拠点
＊地域の個性や魅力を
活かした交流を促進
＊歴史的な街並形成
＊歩いて暮らせるまち

◆ 懇談会におけるこれまでの主な意見

○都心軸の形成
＊都心軸をしっかりと形成し、中心
がどこにあるのかを明確にする必

○都心軸の形成
＊都心軸をしっかりと形成し、中心
がどこにあるのかを明確にする必

○新潟駅の機能強化
＊駅南には、リサイクルの可能性を
持った低未利用地がある
＊新潟駅を、広域交流の玄関口とし
て位置づけ、高度利用等により不
足しているターミナル機能やそれ
を補完する周辺施設を検討すべき
＊情報発信機能に工夫を凝らし 来

○新潟駅の機能強化
＊駅南には、リサイクルの可能性を
持った低未利用地がある
＊新潟駅を、広域交流の玄関口とし
て位置づけ、高度利用等により不
足しているターミナル機能やそれ
を補完する周辺施設を検討すべき
＊情報発信機能に工夫を凝らし 来

＜機能分担イメージ（例：北区葛塚地区）＞

●地域拠点 居住、医療・福祉、商業、文化、行政

・葛塚市が開催
・市街地拡大に伴い、区役所周辺から縁辺部に商圏変化
・駅周辺では、集合住宅などへの機能更新あり

・空き店舗、空き家の活用
・公共施設の機能集積や複合化
・移動の快適さ

中心区域 なかを形成しているエリア ＊歩いて暮らせるまち

現状

課題

がどこにあるのかを明確にする必
要がある
＊都心軸の中でも優先度をつけるな
どメリハリも必要

がどこにあるのかを明確にする必
要がある
＊都心軸の中でも優先度をつけるな
どメリハリも必要

○都心整備の方向性
＊港や川を活かしたシンボル的なも
のがあったらよい
＊駅から古町まで歩く中で、色々な
文化を味わいながら歩けるような
仕掛けが必要

○都心整備の方向性
＊港や川を活かしたシンボル的なも
のがあったらよい
＊駅から古町まで歩く中で、色々な
文化を味わいながら歩けるような
仕掛けが必要

○空間等の活用
＊既存のインフラや低未利用地など
あるものを上手に活用することが
重要

＊まちの設計図だけ作っても、そこ
に人が活動しないと、まちは成立
できない

○空間等の活用
＊既存のインフラや低未利用地など
あるものを上手に活用することが
重要

＊まちの設計図だけ作っても、そこ
に人が活動しないと、まちは成立
できない

＊情報発信機能に工夫を凝らし、来
街者へのアピールを強化
＊駅周辺には、一定のオフィス需要
があるがビルが老朽化している

＊情報発信機能に工夫を凝らし、来
街者へのアピールを強化
＊駅周辺には、一定のオフィス需要
があるがビルが老朽化している

○古町の活性化○古町の活性化

●医療施設

●区役所

・子育て環境の充実
・地域内雇用の創出

○地域拠点の機能
＊医療機関と高齢者をどう繋ぐかが
重要で、移動手段の確立がポイン
トとなる

○地域拠点の機能
＊医療機関と高齢者をどう繋ぐかが
重要で、移動手段の確立がポイン
トとなる

○信濃川の活用
＊信濃川は本市の魅力の一つ
＊萬代橋周辺に色々な人が交流でき
る空間を創出できないか

○信濃川の活用
＊信濃川は本市の魅力の一つ
＊萬代橋周辺に色々な人が交流でき
る空間を創出できないか

○産業・雇用
＊空間としてコンパクトになること
はよいが、産業として縮みっぱな

○産業・雇用
＊空間としてコンパクトになること
はよいが、産業として縮みっぱな

○古町の活性化
＊新潟駅から古町へ行くまでの楽し
みを演出できる場所が必要
＊歴史的なストーリー性を情報発信
することで、新潟の良さがもっと
見えてくるのでは
＊みなとまちとしての歴史や花街文
化の活用などが望ましい

○古町の活性化
＊新潟駅から古町へ行くまでの楽し
みを演出できる場所が必要
＊歴史的なストーリー性を情報発信
することで、新潟の良さがもっと
見えてくるのでは
＊みなとまちとしての歴史や花街文
化の活用などが望ましい

葛塚市

●区役所

●文化施設

商業系

集客系

行政系

医療・福祉系

まちなか

【凡 例】

業務系

○施策展開
＊中途半端ではだめ。やるなら思い
切ったことを大胆に施策として実
行するべき。
＊それぞれの区が独自性を出し、ス
ピード感のある施策を展開すべき

○施策展開
＊中途半端ではだめ。やるなら思い
切ったことを大胆に施策として実
行するべき。
＊それぞれの区が独自性を出し、ス
ピード感のある施策を展開すべき

しではいけない。拡大することも
片方で考えることが重要。
＊人口増加には、雇用の場所が大事

しではいけない。拡大することも
片方で考えることが重要。
＊人口増加には、雇用の場所が大事 ○子育て環境

＊新潟市において、歩いて行ける地
域の中に居場所を作ることが必ず
しも適正ということにはならない
のではないか

＊子育て層を呼び込むには、子供が
一定時間滞在できる空間づくりが
必要

○子育て環境
＊新潟市において、歩いて行ける地
域の中に居場所を作ることが必ず
しも適正ということにはならない
のではないか

＊子育て層を呼び込むには、子供が
一定時間滞在できる空間づくりが
必要
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●福祉施設


